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データプロジェクター

VPL-GTZ380

安全のために

保証書とアフターサービス

保証書
ˎˎ この製品には保証書が添付されていますので、お買い上げの際お受け取りくだ
さい。
ˎˎ 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保存してください。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを → 
ヘルプガイドの「故障かな？と思ったら」の項を参考にして、故障かどうかお調べ
ください。

それでも具合の悪いときは → 
お買い上げ店またはソニーの相談窓口にご相談ください。

保証期間中の修理は → 
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
ただし、本機には消耗部品が含まれております。保証期間中でも長時間使用によ
る消耗部品の交換は、有料になる場合があります。詳しくは保証書をご覧くださ
い。

保証期間経過後の修理は → 
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただきま
す。

安全のために
ソニー製品は安全に充分に配慮して設計されています。しかし、電気製品はまち
がった使いかたをすると、火災や感電などにより死亡や大けがなど人身事故につ
ながることがあり、危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。
ˎˎ 安全のための注意事項を守る。
ˎˎ 故障したり破損したら使わずに、すぐに、ソニーの相談窓口にご連絡ください。

警告表示の意味
この説明書および製品では、次のような表示をしています。表示の内容をよ
く理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災や感電などにより死亡や大けがなど
人身事故につながることがあります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけがをしたり
周辺の物品に損害を与えることがあります。

注意を促す記号

　　 　　 　　 　　

行為を禁止する記号

　　 　　 　　 　　

行為を指示する記号

　　 　　

下記の注意を守らないと、火災や感電により、
死亡や大けがにつながることがあります。

熱感知器や煙感知器のそばに設置しない
熱感知器、煙感知器のそばに設置すると装置が作動して思わぬ
障害の原因となります。

排気口、吸気口をふさがない
吸排気口をふさいだことによる熱で、やけどをする恐れがあります。

付属の電源コードを使用する
付属の電源コードを使用しないと火災・感電の原因となります。

安全アースを接続する
安全アースを接続しないと感電の原因となります。

指定された部品を使用する
指定以外の部品を使用すると火災や感電および故障や事故の原
因となります。

電源コードを傷つけない
電源コードの挟み込みによりコードが傷付くと感電の原因とな
ります。

電源コードは奥までしっかりと差し込み、付属のプラ
グホルダーを必ず使用する
電源コードは完全に挿入しないと接触不良により火災の原因と
なります。

使用するコンセントの定格を必ず確認し、定格に余裕
のあるコンセントを単独で使用する
定格に余裕がない場合や、他の機器と同じコンセントを使用する
と、容量不足によるブレーカー落ちや火災、感電の原因となります。

容量の低い延長電源コードを使用しない
電源の延長には定格に余裕のあるコードを使用しないと発熱に
よりショートや火災、感電の原因となります。

排気口付近に手や物を近づけない
排気口周辺の高温部に触れると軽い火傷をする危険があります。

レンズを覗かない
投影中にプロジェクターのレンズをのぞくと光が目に入り、悪
影響を与えることがあります。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入り故障や火災の原因となります。

お手入れの際は電源を切って電源プラグを抜く
電源を接続したままお手入れをすると感電や火傷の原因となり
ます。

電源コードのアース端子からはずした絶縁キャップ
などの小さな部品は、幼児が飲み込む恐れがあるの
で、幼児の手の届かないところへ保管する
お子様が誤って飲み込み、窒息死の恐れがあります。

内部を開けない
不用意に分解したり改造すると火災や感電の原因となります。

長時間の外出、旅行のときは、電源プラグを抜く
長時間の不在時に電源を接続したままにしておくと思わぬ事故
を招く恐れがあります。

プロジェクターにぶら下がらない
落下して思わぬ事故の原因となり危険です。

定期的に内部の掃除を依頼する
長い間、掃除をしないと内部にホコリがたまり、火災や感電の原
因となることがあります。1年に一度は、内部の掃除をソニーの
相談窓口にご相談ください（有料）。
特に、湿気の多くなる梅雨の前に掃除をすると、より効果的です。

レンズ交換はソニーの相談窓口に相談する
レンズ交換の際にはソニーの相談窓口にご相談ください。

下記の注意を守らないと、けがをしたり周辺の
物品に損害を与えることがあります。

本機を運搬するときは落下に注意する
落下するとプロジェクターが壊れたり、けがの原因となります。

運搬するときは必ず左右側面を2人以上で持つ
運搬するときは、必ず指定の位置を持ち、2人以上で運搬してく
ださい。

運搬・移動は慎重に行う
本機を持ち運ぶときは落下にご注意ください。落下するとプロ
ジェクターが壊れたり、けがの原因となります。

本機を立てて置かない
縦置きすると倒れて思わぬ事故の原因となります。

湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所、虫の入りやすい
場所、直射日光が当たる場所、熱器具の近くに置かない
機器を油煙・湯気・湿気・埃の多い場所に設置すると、故障に
より火災や感電の原因となります。

水のある場所に置かない
水のあるところに設置すると感電の恐れがあります。

スプレー缶などの発火物や燃えやすいものを排気口
やレンズの前に置かない
排気口やレンズの近くにスプレー缶などの発火物を置くと火災
の原因となります。

不安定な場所に置かない
プロジェクターが落下してけがをする恐れがあります。

梱包用のレンズ保護キャップを付けたまま投写しない
発熱による故障や火災の原因となります。

脚部調整時に指を挟まない
調整用足の調整を慎重に行わないと挟みこみ等で指をけがする
恐れがあります。

レンズシフト調整時に指を挟まない
レンズ調整時やピクチャーポジション機能の使用時はレンズ付
近に触れないでください。指を挟み、けがの原因となることが
あります。

製品の上に物を載せない
重量物や物を載せると故障や事故の原因となります。

落雷のおそれがあるときは、電源プラグに触れない
感電の原因となります。

電源コード、接続コードに足を引っ掛けない
電源コードや接続コードを足に引っ掛けて転倒したり、落下に
よるけがの原因となります。

ぬれた手で電源プラグに触らない
ぬれた手でプラグに触れると感電する危険があります。

投写中にレンズの光を遮らない
遮光した物に熱による変形などの影響を与えることがあります。
投写を一時的に中断するときには、ピクチャーミューティング
機能をお使いください。

設置の際、本機と設置部分での指挟みこみに注意する
設置の際、本機と設置部分で指を挟み、けがをする恐れがありま
す。

天吊りする場合の安全上のご注意

天井への取り付け、移動は絶対に自分でやらない
天井への取り付けは必ずソニーの相談窓口にご相談ください（有料）。

落下防止をする
天吊りする場合、必ずワイヤーなどを用いて落下防止策を施し
てください。その施工は、専門の設置業者に依頼してください。

特約店様へ

天井への取り付けには細心の注意をはらう
ˎˎ 天井への取り付け強度が不充分だと、落下により死亡や大け
がにつながることがあります。必ずソニー製または推奨の取
付金具を使用してください。
ˎˎ 取り付けを安全に行うために、本書および取付金具説明書の
注意事項をお読みください。
ˎˎ 取り付けは、取付金具説明書の手順に従い確実に行ってください。 
取り付けが不完全な場合、落下する可能性があります。 
また、取り付け時には手をすべらせてプロジェクターを落下
させ、けがをすることのないようご注意ください。

低い天井に天吊りしない
頭などをぶつけてけがをすることがあります。

天吊りを行う際は必ず天井の強度を確認する
天井の強度を確認しないまま設置すると落下による事故の原因
となります。

電池についての安全上のご注意
ここでは、本機で使用可能な乾電池についての注意事項を記載しています。

ˎˎ 機器の表示に合わせて⊕と⊖を正しく入れる。
ˎˎ 充電しない。
ˎˎ 火の中に入れない。ショートさせたり、分解、加熱しない。
ˎˎ コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯、保管しない。
ˎˎ 水などで濡らさない。風呂場などの湿気の多い場所で使用しない。
ˎˎ 液漏れした電池を使用しない。
ˎˎ 電池を使い切ったときや、長時間使用しないときは本体から取り出す。

ˎˎ 外装チューブをはがしたり、傷つけない。
ˎˎ 指定された種類の電池以外は使用しない。
ˎˎ 火のそばや直射日光が当たるところ、炎天下の車中など、高温の場所で使用、保
管、放置しない。

お買い上げいただきありがとうございます。
電気製品は、安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故に
なることがあります。

この「安全のために」には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかた
を示してあります。この「安全のために」をよくお読みのうえ、製品を安全にお使い
ください。 
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。

本機のマニュアルについて 
安全のために（本書）
本機を安全に使用するための注意事項について記載しています。
ヘルプガイド（Web取扱説明書）
本機の機能や使いかたを詳しく説明しています。スマートフォ
ンやパソコンでご覧いただけます。
https://rd1.sony.net/help/vpl/gtz380/ja/



3D映像視聴について

ˎˎ 3Ｄ映像の視聴中や3Ｄテレビゲームのプレイ中に、眼の疲労、疲れ、気分が悪く
なるなどの不快な症状が出ることがあります。3D映像を視聴したり、3Dテレ
ビゲームをしたりするときは、定期的に休憩をとることをおすすめします。必
要な休憩の長さや頻度は個人差がありますので、ご自身で判断してください。
不快な症状が出たときは、回復するまで3D映像の視聴や3Dテレビゲームのプ
レイをやめ、必要に応じて医師に相談してください。本機と一緒に使用する機
器やソフトの取扱説明書もあわせてご覧ください。なお、お子様（特に6歳未満
の子）の視覚は発達段階にあります。お子様が3D映像を視聴したり、3Dテレ
ビゲームをプレイする前に小児科や眼科などの医師にご相談ください。大人
のかたは、お子様が上記注意点を守るよう監督してください。
ˎˎ 大人の監視がない場合、お子様だけのご使用はなさらないでください。

設置・使用時のご注意

設置に適さない場所

次のような場所には置かないでください。故障や破損の原因となります。

壁の近く
本機の性能信頼性のために、図のように周囲の壁から離して設置してください。

30 cm

30 cm50 cm

50 cm 30 cm

50 cm

排気口側の壁は高温になる恐れがありますのでご注意ください。
空調からの風や、本機またはほかの周辺機器からの排気などの影響で、まれに画
面にゆらぎが発生する場合があります。空調の風やこれら排気が本体前面に回
り込まないよう設置にご注意ください。

風通しの悪い場所
本機の上面や、前面30 cm以内には物を置かないようにしてください。

温度や湿度が非常に高い場所

空調の冷暖気が直接当たる場所
結露や異常温度上昇により、故障の原因となることがあります。

熱感知器や煙感知器のそば
感知器が誤動作する原因となることがあります。

ほこりが多い場所、たばこの煙などが直接入る場所

使用に適さない状態

次のような状態では使用しないでください。

吸気口や排気口を覆う

吸気口

排気口

標高の高い場所でご使用になる場合
海抜1,000 m以上の場所でのご使用に際しては、「  初期設定」メニューの「高地
モード」を適切に設定してください。そのまま使用すると、部品の信頼性などに
影響を与える恐れがあります。

使用上のご注意

光源まわりの点検について
本機はレーザーを使用しているため、光源まわりの点検等の整備を行う場合は、
特別な注意と環境が必要です。必ずソニーの相談窓口にご依頼ください（有料）。

本機の発熱について
使用中、使用直後にキャビネットの温度が上がることがありますが、故障ではあ
りません。

警告
設置の際には、容易にアクセスできる固定配線内に専用遮断装置を設けるか、使
用中に、容易に抜き差しできる、機器に近いコンセントに電源プラグを接続して
ください。万一、異常が起きた際には、専用遮断装置を切るか、電源プラグを抜い
てください。

注意
安全のために、周辺機器を接続する際は、過大電圧を持つ可能性があるコネク
ターを以下のポートに接続しないでください。
ˎˎ LAN

警告
アースの接続は、必ず電源プラグを電源コンセントへ接続する前に行ってください。
アースの接続を外す場合は、必ず電源プラグを電源コンセントから抜いてから
行ってください。

注意
日本国内で使用する電源コードセットは、電気用品安全法で定める基準を満足し
た承認品が要求されます。
本機に付属、または推奨の電源コードセットをご使用ください。本機に電源コー
ドセットが付属されている場合、その電源コードセットは、他の機器には使用し
ないでください。

注意
ˎˎ 指定以外の電池に交換すると、破裂する危険があります。必ず指定の電池に交
換してください。
ˎˎ 使用済みの電池、または製品本体は、国または地域の法令に従って処理してくださ
い。電池、または製品本体を廃棄する場合は、焼却したり火の中に捨てたりしない
でください。また、機械的に粉砕したり、切断したりしないでください。破裂した
り火災が発生することがあります。電池を極度の低気圧にさらさないでください。
爆発や可燃性の液体、もしくはガスの漏れが発生する可能性があります。
ˎˎ 直射日光の下や火気の近くなど、高温のところに電池を置かないでください。
発火・破裂・火災の原因となります。電池を水や海水に浸けたり、濡らしたり
しないでください。感電の原因となります。

電池の使用に関するご注意
リモコンには、以下のバッテリーが必要です。
ˎˎ バッテリーサイズ：単3型
ˎˎ 使用個数：2個
破裂の原因となりますので、以下のバッテリー以外は、使わないでください。
ˎˎ マンガン乾電池またはアルカリ乾電池

本機は「高調波電流規格　JIS C 61000-3-2 適合品」です。

この機器は、電気通信回線設備に直接接続することができません。この機器をイ
ンターネットに接続する場合は、必ず電気通信事業法の認定を受けたルーター等
を経由してください。

JIS C6802:2014 
クラス1 レーザー製品

警告
レーザエネルギー
開口部近傍での露光は火傷を生じる可能性がある

注意
レンズをのぞかない。投影中にプロジェクターのレンズをのぞくと、強い光が目
に悪影響を与えることがあります。

注意
ここに規定した以外の手順による制御および調整は、危険なレーザー放射の被ば
くをもたらします。

注意
本製品に対し光学機器を使用すると、目に対する危険が高まります。

本製品は、IEC 62471-5：2015によりリスクグループ3（RG3）です。

警告
ˎˎ 目へのビームの直接被ばくを禁止します。
ˎˎ 操作者は障害距離内でのビームへの被ばくを管理するか、障害距離内での観客
の目への露光を避ける高さに製品を設置しなければならない。

注意
本製品の設置作業、操作、保守作業は、ソニーから認定を受けた者のみが可能です。
お買い上げ店またはソニーの相談窓口にご相談ください。

設置時に守るべきこと
ˎˎ ソニーから認定を受けた専門業者が設置を行わなければならない
ˎˎ 鍵などのセキュリティ手段によって管理されたエリアに設置しなければなら
ない
ˎˎ 充分高い位置（2.5 m以上）に設置する、立ち入りを制限する物理的な障壁を設
ける、などの障害範囲に人が立ち入らないように設置しなければならない

操作時に守るべきこと
ˎˎ ソニーから認定を受けた管理者が操作を行わなければならない
ˎˎ 管理者は障害範囲に人が立ち入らないよう制限しなければならない
ˎˎ やむを得ず障害範囲に人が立ち入る場合は、電源を切る、映像を消す、などの光
障害を避けるための操作を行わなければならない

保守時に守るべきこと
ˎˎ ソニーから認定を受けたサービス担当者が保守を行わなければならない

障害距離・障害範囲

上から見た図

障害範囲

障害距離

障害距離

2.5 m以上

障害範囲

本製品の各交換レンズの障害距離

○：許可　―：禁止
レンズ型名 スローレシオ*1 障害距離単位：m 卓上設置 天吊り設置
VPLL-Z8008 0.8-1.02 対象外（RG2） ○ ○
VPLL-Z8014 1.4-1.6 対象外 (RG2) ○ ○

1.6-1.7 1.1 (RG3) ― ○
1.7-1.9 1.2 (RG3) ― ○
1.9-2.1 1.3 (RG3) ― ○
2.1-2.3 1.4 (RG3) ― ○
2.3-2.5 1.5 (RG3) ― ○
2.5-2.73 1.6 (RG3) ― ○

*1 画面サイズ（横）を投写距離で割った値スローレシオはプロジェクターと使用
されるレンズの組み合わせにより決定します。

レンズ型名は、レンズ前方
または側面に記載されて
います。

ラベルの位置情報

 
		



 ラベル（サービス用）

 クラス1ラベル

 RGラベル

 火傷警告ラベル

レーザー特性
5.2 W レーザーダイオード × 96（波長：449‐461 nm）
4.2 W レーザーダイオード × 24（波長：459‐471 nm）
1.8 W レーザーダイオード × 48（波長：635‐647 nm）

レーザー
出射口

レンズからのビームの広がり角
レンズ ズーム最大値α ズーム最小値α
VPLL-Z8008 64° 52°
VPLL-Z8014 39° 21°

レンズ前面（中心）からキャビネット前面までの距離L

レンズ L’
VPLL-Z8008 175 mm (Tele)～ 184 mm (Wide)
VPLL-Z8014 173 mm

キャビネット前面

レンズ前面


